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日本共産党 庄原市政対策委員 藤木百合子

ご町内のみなさん。おはようございます（こんにちは）。

日本共産党庄原市政対策委員の藤木百合子でございます。

日頃よりあたたかいご支援をいただき、本当にありがとうございます。

この場をお借りして、お訴えをさせていただきます。

大変お騒がせいたしますが、しばらくの間ご協力をお願いいたします。

私、藤木百合子は、今年 4 月の市議会議員選挙で、日本共産党の 2 議席目をめざしてが

んばります。どうか、よろしくお願いいたします。

私は、21 歳のとき、「より良い看護をめざし、自ら考え、行動できる人になりたい」と

日本共産党に入党し、看護師として、３人の子の母親として、40 数年働いてまいりまし

た。

看護師として働くなかで、「医療や介護のあり方が政治によって大きく左右される」こと

を見てきましたが、今回の新型コロナ禍で、政治の責任がいかに重要かを痛感しました。

政治は、私たち、市民 1 人ひとりが、お互いに手をつないで、よりよい未来をつくって

いくことだと思います。

私は、1 人の女性、1 人の市民として、「医療や、福祉を、もっと充実してほしい」、「性

別による差別のない、ジェンダー平等社会を実現してほしい」という、みなさんの願いを、

しっかり受けとめ、私の、これまでの経験を生かし、その実現に、全力でとりくんでいき

ます。

私たちのおこなった市政アンケートにたくさんのご意見をいただきました。

これからも、みなさんの願いや思いを、私、藤木百合子まで、お寄せください。

その願いや思いに応え、現職の谷口隆明さんと力をあわせ、一生懸命がんばってまいり

ます。

どうか、みなさんの、あたたかいお力添えを、日本共産党の 2 議席実現に、お寄せいた

だきますよう、心からお願いいたしままして、お訴えとさせていただきます。

ご清聴いただき、ありがとうございました。最後まで、よろしくお願いいたします。


